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「華
け

蔵
ぞ う

寺
じ

の宝
ほ う

珠
じ ゅ

マツ」 宝珠化への道②

　小友町の華蔵寺にある「華蔵寺の宝珠マツ」が、宝珠化の兆しを見せています。
　マツは、一般的に春にのびる新しい枝の先端に雌花、根元に雄花がつきます。しかし、華蔵寺
のマツは新しい枝の根元に密集して雌花がつくことが大きな特徴です。これらの雌花が受粉し
成長すると、枝の根元が仏教における宝珠のように見えることから宝珠マツと呼ばれています。
　昨年までは、枝の根元に２、３個の雌花しかつきませんでしたが、本年は３カ所の枝にそれ
ぞれ100個以上の雌花が密集してつ
いています。
　春に咲いた赤い雌花は、現在、緑
色のマツボックリに成長しており、
秋にかけて徐々に茶色く変化してい
きます。
　順調に成長すれば、来年の秋頃に
はマツボックリが根本に密集した宝
珠マツとなることが期待されます。

問い合わせ先 　市教育委員会教育総務課文化財係（内線556）

令和８年度 コミュニティ助成事業を募集します日本遺産 「みちのく GOLD 浪漫」 認定記念シンポジウム

　市では、地域のコミュニティ活動の充実と強化を図り、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に貢献す
るために自治総合センターが実施する「宝くじの社会貢献広報事業（コミュニティ助成事業）」を募集します。

募集事業 ： 以下のとおり　　助成対象 ： コミュニティ組織や自主防災組織など
申込期限 ：  ９月26日㈮ （ 自主防災組織育成助成事業は 10月９日㈭、地域の芸術環境づくり助成事業は

10月24日㈮、地域国際化推進助成事業は10月17日㈮）

事業名 助成額 助成対象事業（施設・設備などの例） 担当課（内線）

一般コミュニティ助成事業 100 ～ 250万円
コミュニティ活動に直接必要な設備

（建築物に該当しない東屋、基礎工事の
伴わない簡易な倉庫、収納庫、物置など）

まちづくり推進課
コミュニティ係

（125）
コミュニティセンター助成事業 事業費の５分の３以内

（上限2,000万円）
集会施設の建設または大規模修繕、そ
の施設に必要な備品の整備など

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

自主防災組織育成助成事業 30 ～ 200万円
地域の住民が当該地域を災害から守る
ために自主的に結成した組織またはそ
の連合体が行う地域の防災活動に直接
必要な備品（基礎工事の伴わない簡易な
倉庫、収納庫、物置など）

防災課
（702）

消防団育成助成事業 50 ～ 100万円

消防本部
（723）

女性防火クラブ育成助成事業
上限100万円 防火広報用視聴覚資器材（液晶ビジョ

ン、スクリーンなど）

上限60万円 防火防災訓練用資器材（水消火器セッ
ト、ＡＥＤトレーナーなど）

幼年消防クラブ育成助成事業 上限40万円 幼年消防用鼓笛隊に必要な道具、楽器
など

女性消防隊育成助成事業 上限100万円 法被、ジャンパー、心肺蘇生訓練人形、
訓練用マット、可搬ポンプなど

少年消防クラブ育成助成事業 上限100万円 消防用ホース、救助工具収納箱、簡易
担架、炊き出し器セットなど

地
域
づ
く
り
助
成
事
業

共生の地域づくり助成事業

ハード事業
上限1,000万円

ソフト事業
上限500万円

子育てに関する事業など
子ども未来課
子育て支援係

（254）

バリアフリー対応備品の整備、高齢者
の生きがいづくり事業など

福祉課
福祉係
（212）

活力ある地域づくり助成事業

地域資源活用助成事業
上限200万円

地域の自然、文化、歴史、産業、生活
習慣などの特性を地域資源として発見
し、積極的な活用を図ることを目的と
して実施する、特色あるソフト事業

企画政策課
政策広報係

（334）
広域連携推進助成事業

上限200万円

複数の助成対象団体が共同して、広域
的な連携を目的として実施するソフト
事業

青少年健全育成助成事業 30 ～ 100万円
主として親子で参加するスポーツ・レ
クリエーション活動や文化・学習活動
など

教育総務課
生涯学習・

芸術係
（552）地域の芸術環境づくり助成事業 上限500万円

自ら企画・制作する音楽、演劇、ダンス、
古典芸能、美術分野などのうち「地域交
流プログラム」を伴うソフト事業

地域国際化推進助成事業 上限200万円 地域レベルでの国際化の推進に資する
先導的なソフト事業

交流推進課
定住交流係

（412）

　市教育委員会では、東日本大震災津波により全壊した旧吉田家住宅主屋の復旧が完了したことに
加え、日本遺産「みちのくGOLD浪漫」の構成文化財として追加認定されたことを記念して、講演会
とシンポジウムを開催します。
　本イベントでは、14年にもおよぶ復旧事業の集大成の報告と未来を見据えた活用のあり方につい
て、文化財の専門家の視点からわかりやすくお話しします。

日 時 ： 10月11日㈯　午後１時～３時30分 （開場：午後０時30分）
会 場 ： 市コミュニティホール
内 容 ： 第１部　講演

　　　　　　演題　「旧吉田家住宅主屋の復旧への道のりと将来的展望」
　　　　　　講師　建築装飾技術史研究所　所長　窪

くぼでらしげる
寺茂氏

　　　　　第２部　パネルディスカッション 〜花咲け“みちのくGOLD”浪漫〜

　　　　　　コーディネーター　涌谷町教育委員会生涯学習課長　福
ふく

山
やま

宗
そう

志
し

氏　
　　　　　　パネリスト　窪寺茂氏
　　　　　　　　　　　　平泉文化遺産センター　参与　千

ち
葉
ば

信
のぶ

胤
たね

氏
　　　　　　　　　　　　陸前高田市立博物館　前館長　松

まつ
坂
ざか

泰
やす

盛
もり

氏
入 場 料 ： 無料
申し込み ： 不要

現在の球果（８/14撮影）春に咲いた雌花

「旧吉田家住宅主屋」 完成記念講演会 地域活動充実のため

問い合わせ先 　市教育委員会教育総務課文化財係（内線555）

窪寺茂氏
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